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＜山﨑賞＞

３５「どんな水でも植物は育つか」パート３

～太田川の水はきれいか～

１ 研究の動機

昨年 「どんな水でも植物は育つか」パート２，

～環境にやさしい洗ざいは本当にやさしいか～の

研究を通して 「どの洗ざいを使うか」が大事な，

のではなく「使用量をできるだけ減らす」という

ことが一番大切だということがわかった。

２年間の私の研究では，洗ざい入りの水で育て

た植物は，どれもかれてしまった。

家の近くを流れる原野谷川や太田川の水や生物

・植物は，私たちが出している家庭はい水によっ

て，実際にどんなえいきょうを受けているのか疑

問に思い，調べることにした。

２ 研究の内容

( ) 太田川の上・中・下流地点の川の状態や，1

そこの生物・植物を観察する。

( ) 上・中・下流地点川の水をくみ，その水で2

植物を育て，発芽や生長の様子を観察する。

３ 研究の方法

( ) 太田川４地点と家の前の川，合計５地点の1

川の状態とそこの生物・植物を観察する 観。（

察１）

・ 地点‥森町 鍛冶島A

・ 地点‥袋井市 上山梨B

③ 地点‥磐田市 彦島C

地点‥磐田市 豊浜D

⑤ 地点‥袋井市 中（自宅前の用水）E

( ) アサガオ・はつか大根の種子に５種類の2

「育てる水」を与え，発芽・生長の様子を観

察する （観察２）。

左図のように，紙コッ

プに３つ種を入れ，次の

５種類の水を与える。だっ

し綿がかわいてきたら，

「育てる水」をたす。

① 水道水

② 地点（上流）A

③ 地点（中流）C

④ 地点（下流）D

⑤ 地点（家の前の川 ）E ）

図１ 観察１・観察２で調査した地点

４ 予想

( ) ・ 下流に近づくほど，川の水はよごれ1

ていく。

・ 上流には，きれいな水に住む生物が

住んでいて，下流に近づいてくるとよ

ごれた水に住む生物が多くなる。

・ 上流には，さまざまな植物がはえて

いて下流・家の前の川には，植物は少

ない。

( ) ・ 水道水が一番よく育つ 一番えいきょ2 。

うを受けるのは，家の前の川の水で育

てた種子。

・ 上流は，水道水ほどではないがよく

育つ。

・ 中・下流で育てた種子は発芽はする

， 。が 発芽して２～３日するとしおれる
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５ 観察記録

( ) 観察１の結果1

ア 川の様子と見つかった主な生物

【 地点‥森町 鍛冶島】A

・ 川底は，頭くらいの

が石が多い。

・ 水がきれいで，川底

がはっきり見える。

・ においはしない。

見つかった主な生物・植物

ｳｽﾞﾑｼ センダングサ

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ

【 地点‥袋井市 上山梨】B

･ 川底には，握りこぶ

しぐらいの石が多い。

・ 川底は見えるが，所

々にごみがある。

・ においはなし。

見つかった主な生物・植物

ススキ

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ

カワゲラ

ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ ツユクサ

【 地点‥磐田市 彦島】C

， 。・ 川底は 小石が多い

・ 流れのゆるいところ

は，透明で，流れの速

いところは，にごって

いる。

・ 少しくさい。

見つかった主な生物・植物

カワヤナギ

ﾔﾌﾞｶﾗｼ

ヒル ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ

【 地点‥磐田市 豊浜】D

・ 川底は，どろと小

石が主。

・ 底が見えて，水も

透き通って見える。

。・ 地点よりにおうC

見つかった主な生物・植物

チゴガニ

ゴカイ サンカクイ ヒエ

【 地点‥袋井市 中（自宅前の用水 】E ）

， 。・ 川底は 全てどろ

・ にごっていて底が

見えない。

。・ 地点よりにおうD

ドブのにおい。

見つかった主な生物・植物

コイ ヒメガマ ミゾソバ

イ 川の状態のまとめ
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( ) 観察２の結果2

６ 分かったこと

( ) ・ 下流に近づくにつれ，生物・植物の種1

類が少なくなっていった。しかし，どの

地点にも，その環境に合った生物や植物

が生息している。

・ 下水道が整備されている地区は少な

い。

・ 上流（ ）ではヒラタカゲロウ・ヘビA

トンボ・ウズムシなど，きれいな水に住

。 。む生物が多かった 水質階級はⅠだった

・ 中流（ ）では，水質階級はⅠで全てB

きれいな水に住む生物だった。

・ 中流（ ）ではヒル以外，指標生物はC

見つからなかった。水質階級はⅢ。

・ 下流（ ）では，指標生物は見つからD

なかった。そのかわりに，河口やどろの

中に住むカニやゴカイがいた。

・ 家の前の川（ ）にも，指標生物は見E

当たらなかった。コイが住んでいた。

・ それぞれの地点に住んでいた生物か

， ，ら 川の水は上流に近づくほどきれいで

下流に近づくほどきたなくなっていくこ

とが分かった。

・ 水温は上流では冷たく，下流に近づく

ほど温まっていった。

( ) ・ はつか大根については，水道水や上2

流などの きれいな水 よりも中流の き「 」 「

たない水 で育てた種子の方が よく育っ」 ，

た。

・ 家の前の川の水で育てた種子は，他の

ものと比べ元気がなかったり，かれたり

した。一番えいきょうがあった。

７ 考えたことや，疑問に思ったこと

・ 予想通り，川の水は下流にいくほどよごれ

ていた。まだ，太田川の周辺では下水道が整

備されていないので，家庭はい水などが水の

よごれの原因と考えられる。

・ 下流に近づくほど水温が高かったことか

ら，水中の酸素量も少なく，そこに住める生

物の種類が少なくなっていったと考えられ

る。また，下流の「きたない水」で育つ植物

も限定され，種類が少なくなっていったと考

えられる。

・ 家の前の川の水で育てた種子に一番えい

きょうが見られたのは，家庭はい水にふくま

れる植物の生長に有害な成分が，水で十分に

うすめられていないせいだと考えられる。

・ 太田川周辺は，まだ十分に下水道が整備さ

れていないため，私たちが出す家庭はい水の

えいきょうを受けやすい状態にあるといえ

る。

・ 家の前の川の水は，植物の生長に悪いえい

きょうが見られた。しかし，実際家の前の川

には少しだが，生物や植物が生息していた。

家庭はい水の悪えいきょうに負けない条件と

は何か。

８ 感想

太田川の水は，家庭はい水のえいきょうを思っ

たより受けていなかった。よごれを浄化する「自

」 。然の力 があるのだということを資料から知った

その「自然の力」について，もっと追究したい。

〈参考資料〉

・ 学研の図かん 水の生き物 （学研）「 」

・ 学研の図かん 植物 （学研）「 」

・ 学研の図かん 昆虫 （学研）「 」

・ 日本の野草・雑草 （成美堂出版）「 」

・ 川の生き物を調べよう （袋井市水生生物観「 」

察会資料）

・インターネット資料

「合成洗剤と石けんの常識のウソ」
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